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三浦半島南西部沿岸の魚類－N

工藤孝浩・山田和彦

Takahiro Kudo and Kazuhiko Yamada: 

Fish fauna in the coast of southwest area of the Miura Peninsula -IV 

はじめに

筆者らは3 相模湾の魚類相を明らかにすること

を目的として，1988年から城ヶ島を中心とした三

浦半島南西部沿岸の水深 lOm~浅で主にスノーケ

リングによる魚類の目視観察調査を続けている。

前報までに363種を報告したが（阿部・工藤，1993),

その後新たに発見されて標本を収集することがで

きた 39種を追加報告する。また，従来 l種とされ

ていたものが2種に分類されたもの l例と，前々回

の報告（工藤ほか， 1992）で誤同定があったもの並

びに未記載種として報告後に新種記載がなされた

ものがそれぞれl種あったので，あわ

せて報告する。

調査方法

本報告では，これまでの採集地に

加えて三浦市銀崎沖を加えた（図1）。

調査方法はスノーケリングと陸上か

らの目視観察・採集を主とし，原則と

して水深 lOm以浅に出現した魚類を

調査対象と した。調査は不定期に実

施したため，調査頻度は年により ま

た月により一定していなし、。また補

足的に，釣獲調査と漁業者が操業す

る刺網の漁獲物の調査を行った。標

本は生鮮時にカラー写真撮影後，横

須賀市自然博物館魚類資料（YCM-

P）ならびに神奈川県立生命の星 ・地

球博物館魚類資料 （KPM-Nl）として

登録保管した。魚種名，分類学的配列

および全般的な分布記録などは，中

坊編（1993），特に幼期については沖

山編（1988）に従った。

、
、

←50m 

，
，一、、

は，前報（岡部 ・工藤，1993）で記録した最後の番

号に追録した。本報告の標本に関する記述は，標本

番号，丸括弧内に標本長（SL 標準体長，または

TL・ 全長（タツノオトシゴ、属の乾燥標本について

はHL：頭長））（複数個体の場合は個体数および標

本長範囲），採集年月 日，採集地，採集方法，採集

者の順に記した。

364. ダイナンウミヘビ Ophisurusmacrorhynch附

YCM-P35285 (818.0mmTL), Feb.8, 1995, 三11碕漁

港内，アナゴ筒，採集者 ：工藤（図2-1)

本種は三崎周辺定置網（山田，l990）や横須賀市
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調査結果

目録で使用した種の番号（364～） 図1 調査地点
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天神島 （林 ・伊藤， 1974）から記録されている。三

浦半島周辺では稀でないが，夜行性のため発見の

機会が少ないと思われる。

365. ニシキウミヘビ Ophichthustsuchidae 

YCM-P35283 (385.0mmTL), Oct.21, 1995，長井｜ニ

漁港内，釣り，採集者 ：工藤（図2-2)

標本個体は，背鰭起部が胸鰭先端上にあり，体に

斑紋がなく尾端に向かつて次第に細くなることな

どから本種と同定された。 三11崎産の標本にもとづ

き記載されたが 001由n& Snyder, 1901）三浦半島

周辺では稀で，近年で、は藤沢定置網の記録のみ（山

田・工藤， 1998）。

366. ハナアナゴAriosomaanagoid，釘

YCM-P35270 (472.0mmTL), July 27, 1995，城ヶ

島水産総合研究所岸壁，手綱，採集者 ：工藤

標本個体の吻端はとがり，目の位置とそのやや

後方に不明瞭な褐色横帯があり ，後頭部中央に間

隔孔があることなどから本種と同定された。三11府

漁港内では砂泥底に穿孔している個体が潜水によ

りしばしば観察されており，三崎周辺定置網（山田，

1990）や横須賀市天神島 （林 ・伊藤，l974）から記

録されている。

367. ギンアナゴ Gnathophisnystromi nystromz 

YCM-P35293 (382.0mmTL), July 28,1994，宮川

沖，束lj静岡，採集者 ・工藤（図2-3)

本種は三崎周辺定置網 （山田， 1990）や西湘定置

網（林 ・西山， l980）から記録がある。標本個体の

下顎は短く，垂直鰭に黒色縁辺があり，胸鰭付近の

側線孔は側線管の上方に位置することなどから本

種と同定された。

368. ヤセエビス Pristilepisoligolepis 

YCM-P3 l 833 ( 156.2mmSL), Apr.10,2000, ~IX ヶ

島沖3 刺網，採集者 ：111田（図2-4)

本種は相模湾以南に分布する。標本個体の鼻問骨

聞の構はひし形で，涙骨には上顎骨にかぶさる突起

があり，上顎縫合部の内面には ！小歯板があること

などから本種と同定された。城ヶ島沖の刺網では，

1994年ll月と 1996年4月にも漁獲されていた。

369. テングヨウジMicrophisbrαCh）日urusbr，αchyurus 

YCM-P3 l 850 (76.8mmSL), July 25, 1999，城ヶ島

長津E，手網，採集者 ．山田

本種は相模湾以南の河川汽水域から淡水域に分

布する。相模湾とその流入河川では横須賀市天神

島（林， 1995），境）｜｜（樋口ほか， 1992），相模川 （工

藤， 1983），酒匂川，山王川，早川（林ほか，1983)

から記録がある。標本個体は磯に漂着した流れ藻

から，ハナオコゼHistriohistrioなど流れ藻特有な

魚類多数とともに採集された。

370.イ1＼ラタツ Hippocampushis/rec 

34 

KPM-NI0007316 (2 l .4mmHL), 1999，城ヶ島沖，

刺網，採集者 星野惣助 ，KPM-NI0007344 

(13.4mmHL), Nov.24,1997，城ヶ島沖，刺網，採集

者 ・星野惣助（図2-5)

本種は伊豆半島，和歌山県の沿岸岩礁域に分布

するとされ，相模湾では熱海から記録がある（瀬能

ほか， l998）。標本はいずれも水深20～30111から漁

獲され，漁業者によって乾燥状態で保管された。躯

体輪数は llで＼体輸の糾は鋭く長いことから木種

と同定された。

371.ハナタツ Hsindoms 

KPM-NI0007314 (17.8mmHL), Sep.1999，城ヶ島

沖，刺網，採集者 ・星野惣助； KPM-NI00073l 5 

(15.4mmHL), Sep.1999，城ヶ島沖，刺網，採集者 ．

星野惣助 ，KPM-NI0007345 (13.9mrnHL), 

Nov.24,1997，城ヶ島沖，束lj網，採集者 ・星野惣助

本種はこれまでタツノオトシゴ尺coronatusの種

内変異とされていたが，瀬能（2000）により独立種

とされた。相模湾各地のダイビングポイントでみ

られる本属魚類の多くは木種である。標本はイバ

ラタツとともに漁業者によって乾燥保管されたも

の。

372. ハチApistuscat inatu』

YCM-P35291 (I l 6.8mrnSL), Aug.25, 1994，宮川

沖，束lj網， 採集者 ．工藤（図2-6)

本種は横浜沖（岩田ほか，1979）， 三崎周辺定置

網（山田， 1990），西判明定置網（林 ・西山，1980）な

どから記録がある。三111奇漁港内では夏季の夜間潜

水で、みられることがある。

373. サンゴカサゴScorpaenodesscaber 

KPM-NI0007346 ( l 2.6mmSL), Sep.16, 1999，城ヶ

島長津呂，スノーケリング，採集者 山田

本種は琉球列島に分布するとされ， 相模湾から

初記録となる。標本個体は低潮線直下のタイ ド

プールから採集され，頬音［）には3牒があり，縦手iJ抑止

数は37であることなどから本種と同定された。

374. ク口ソイ Sebastesschlegeli 

YCM-P31836 (59.2mmSL), Sep.23,1996，城ヶ島

避難港，スノーケリング，採集者：工藤（図2-7)

本種は横浜港（工藤ほか，1986），三崎周辺定置

網（山田 ・工藤， 1998）から記録がある。標本個体

の眼隔域はくぼまず平坦で，i戻骨に顕著な3献があ
ることから本種と同定された。

375. ニシキハナダイ Plectranthiassagamiens1s 

YCM-P31837 (51.4mmSL), July8,1999, 剣111奇沖

水深50111，釣り，採集者工藤（図2-8)

本種は相模湾の水深50～90111の海底からかなり

の数が採集 ・記録されているが（瀬能， 1991），そ

れらは伊豆半島側からのもので，三浦半島からは



初記録と思われる。

376. ヒメコトヒキ ロrapontheraps 

YCM-P35300 (40.SmmSL), Sep.16, 1994，城ヶ島

水産総合研究所地先3 スノーケリング，採集者 ．工

藤（図2-9); YCM-P3 l 839 (2個体，26.4-58.4mmSL),

July25,1999，城ヶ島長津呂，手綱，採集者 ：山田

1994年の標本個体は，水深Smに設置されたブイ

の水面直下から， 1999年のものは襟着した流れ藻

から前述したテングヨウジなどとともに採集され

た。相模湾では浮魚礁から記録があり（工藤，

1998), 1999年9月には三崎周辺定置網から水揚げ

された（山田 ・工藤，2000）。1999年夏秋季は黒潮

が相模湾へ異常接近する特異な海況で，後述する

イシガキスズメダイ，ニシキブダイなど様々な南

方系魚類が採集された。

377. コミナトテンジクダイ Apogoncoccineus 

YCM-P31852 (13.4rnmSL), Oct.11,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者・山田（図2-10)

本種は隠遁的な習性のため発見されにくいが，

標本個体は水深2.5rnの岩穴の中から採集された。

調査海域には近縁のオグロテンジクダイ Aルscusが
分布する可能性があるが（林公義氏私信），尾柄音11

と尾鰭下葉は黒くないことから本種と同定された。

378. ヨコスジイシモチAcathetogramma 

YCM-P3 I 856 (8.9mrnSL), Oct.4,2000，城ヶ島長

津日，スノーケリング，採集者 ：山田（図3 I ) 

標本個体は稚魚で，水深2.5111にある転石の間隙

から採集された。第l背鰭と腹鰭に黒色素胞が出現

し，クロイシモチA.nigerに似るが体側の黒色素胞

の出現範囲が狭く前半部に偏ることから本種と同

定された。三浦半島からは初記録である。

379. ツムブリ Elagatisbipinnulata 

YCM-P3 I 84 I (3個体， 22.5-32.4mmSL),July 

25, 1999，城ヶ島長津呂，手網，採集者 ：山田（図

3-2) 

本種は相模湾沖合の浮魚礁（工藤， 1998）， 三崎

周辺定置網（山田， 1990）などから記録がある。沿

岸で採集されることは稀だが，県内では横浜市野

島海岸（工藤 ・中村， 1999）の記録がある。標本個

体は漂着した流れ藻に随伴していたもので，前述

したテングヨウジやヒメコトヒキなどとともに採

集された。

380. 力スミアジ Caranxmelampygus 

YCM-P31860 (119.SmmSL), Sep.23,1994，海外

防波堤，釣り，採集者 ー阿部久（因子3)

標本個体の胸部には無鱗域がなく ，偲蓋上部に

黒斑がなく 3 主上顎骨後端は｜｜良の後縁下に達しな

いことなどから本種と同定された。相模湾では三

崎周辺定置網（山田， 1991）から記録がある。
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381 ハチビキ Erythroclesschlegelit 

YCM-P31861 (134.lmmSL), Nov.17,1999，食lj崎

沖水深40m，釣り，採集者 ：工藤（図3-4)

本種は相模湾周辺では一本釣りで漁獲されるが

（山田，l990），形態がよく似たロウソクチビキ

Emmelichthys struhsakeri (ill田・工藤， 1996）やヒ

メタカサゴDipterygonotusbalteatus (ill田・工藤，

2000）も調査海域から記録されている。標本個体の

第l，第2背鰭は近接すること，仰、腔に2つの肉質

突起があること，体側に明るい縦帯がないことな

どから本種と同定された。

382.シマセトダイ Hapalogenyskishinouyei 

YCM-P3 l 825 (211.0mmSL), Apr. 7 ,2000, :lnxヶ島

沖，刺網，採集者 ・山田（因子5)

南日本の大陸棚砂泥域に分布するが相模湾周辺

では稀で， 三浦半島初記録と思われる。標本個体

は，体側に4本の暗色縦帯をもつことなどから容易

に同定された。

383. ナンヨウツバメウオ Plataxorbicufans 

YCM-P3 I 838 (31.SmmSL), Sep.29, 1998，油壷，

手綱，採集者 日高芳子（図 3-6), YCM P31840 

(24.1 mm SL), July 25, 1999，城ヶ島長津呂，手綱，

採集者 ：山田

本種成魚は琉球列島に分布するが，幼魚は枯れ

葉擬態をしながら漂流移動する。三浦半島では横

須賀市天神島から記録がある（林， 1995）。

384. ウミヅキチョウチョウウオ Chaetodonbennetti 

YCM-P31862 (10.SmrnSL), Oct.15,2000，油壷，

手綱，採集者 ．日高芳子（因子7)

標本個体は船を係留する浮桟橋から採集された

トリクチス期幼生で，背鰭は13r*1s軟条，胸鰭は
15軟条を数えた。体側面に黒斑をもっ近縁種にト

ノサマダイ仁 speculumとイッテンチョウチョウウ

オC.unimaculatusがあるが，前者の背鰭赫数は 14,

胸鰭軟条数は 14であり，後者の背鰭軟条数は21～

23であることが標本個体と一致しない。 著者らが

知る範囲では本種の トリクチス期幼生の記載は見

当たらないが，体側面に黒斑をもつこと と計数形

質を根拠として本種と同定された。

385. イシガキスズメダイ Plectroglyphidodondickii 

YCM-P31843 (15.2mrnSL), Sep.29,1999，城ヶ島

長津E，スノーケリング，採集者 山田（図3-8)

本種は和歌山県田辺湾以南の水深 l～12rnのサ

ンゴ礁域に分布するとされており，相模湾初記録

である。標本個体は低潮線直下の岩の裂け目から

採集され，背！婚す凍条部に黒斑をもち，体側後半部に

鱗列約5枚分の1t1&iの黒色横帯をもつことから本種と

同定された。黒潮の接岸により偶発的に移送され

たものと思われる。



386. ミギマキ Goniistiuszebra 

YCM-P31853 ( 189.0tmnSL), Nov.8, 1999，城ヶ島

沖，刺網，採集者： 工藤（図3-9)

本種は相模湾以南の浅海岩礁域に分布し，しば

しば三崎魚市場に水揚げされるが（山田， 1990）， 主

な生息水深帯が lOm以深であることからこれまで

本調査で記録されなかった。

387. アカササノハベラ Pseudolabruseoethinus 

YCM-P31849 (l29.3mmSL), Nov.17,1999，城ヶ

島沖，刺網，採集者 ・山田（図4-1)

従来ササノハベラ P jψonicαとされていたもの

は，Mabuchi& Nakabo (1997）により本種とホシ

ササノハベラ Psiebldiの2種に分類された。標本個

体は体側上半分に小白斑がなく，眼の下縁を通る

褐色線が鯉蓋中央部までしか達しないことから本

種と同定された。木調査海域では圧倒的にホシサ

サノハベラが優占しており，本種は外洋に面した

岩礁域の主に水深 lOm以深に分布する。

388. イトベラ Suezichthysgracilis 

YCM-P31835 (132.0mmSL), Nov.29,1996，銅崎

沖水深 18111，釣り，採集者 ：工藤（図4-2)

本種は沖縄県を除く南日本に分布し，木調査海

域では岩礁， 砂T~底に比較的普通であるが，主生息

水深が 1Om以深であるためこれまで記録がなかっ

た。

389. オニベラ Stethojulistrilineata 

YCM P3 l 845 (26.8mmSL), Oct.6ラ1999，城ヶ島

長津昌，スノーケリング，採集者：山田（図4-3)

本種は トカラ列島以南の岩礁域に分布するとさ

れ，三浦半島初記録である。標本個体は，カミナリ

ベラ S.internψta terinaの幼魚の群れに混じり水深

l～3111の転石 ・砂牒底を遊泳していたもので，尾

鰭基部に暗色点があり，体側下半音r1に3亨IJの暗色点

列があることなどから本種と同定された。

390. 二シキブダイ Scarusprasiognathos 

YCM-P31846 (23.3mmSL), Oct.6,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ：山田 （図4-4)

本種は琉球列島のサンゴ礁域に分布するとされ

ているが，串本海中公園では 1998年に幼魚が記録

されている（小寺，l999）。標本個体の色彩は，益

田・小林 （1994）のニシキアマダイ幼魚や益田ほか編

(1984）の図版214-H（アミメブダイとされている

が木種の誤り）に一致した。

391 キビレミシマ Uranoscopuschinensis 

YCM-P35290 (147.4rnmSL), Jun巴24,1994，宮川

沖，刺網，採集者 目士藤（図4-5)

本種は三崎周辺定置網や小田原から記録がある

（山田・工藤ヲ 1997）。標本個体の前倒蓋骨下縁の赫

は4本で，胸鰭は 18軟条であることなどから木種
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と同定された。

392. イワアナコケギンポNeoclinuslacunicolα 

YCM-P31855 (3f固イ本 ，50.0-53.3mmSL),

Oct.4ラ2000，城ヶ島長津呂 3 スノーケリング＼ 採集

者 山田 （図4-6)

本種は横須賀市天神島（1995）， 伊豆半島田ノ浦

湾（林ほか，1992）から記録があり，やや波の荒い

岩礁域の低潮線直下に分布する。標本個体は水深

I.Smの岩盤の穴から頭部だけを出していた。背鰭

第1,2赫聞に黒点がなく， 頭頂部に皮弁がなく，眼

上皮弁は1?Jljで6本であることなどから本種と同定

された。

393.ニセクロスジギンポAspidontustaeniatus 

taeniatus 

YCM-P31844 (44.9rnmSL), Oct.6ヱ000，城ヶ島
長津呂，スノーケリング，採集者 ’山田（図47) 

本種は相模湾以南のサンゴ礁， 岩礁域に分布し，

油壷（Tomiyama& Abe, 1956），横須賀市天神島

（林， 1995），伊豆半島田ノ浦湾 （林ほか， 1992）な

どから記録がある。

394. フトスジイレズミハゼPriolepislatifascima 

YCM-P3 l 851 ( l 8.2mmSL), Oct.11,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ：山田（図4-8)

標本個体は胸鰭基部の明色横帯が鰐蓋から合流

する横帯よりrjiffi広く，第2背鰭がl赫8軟条である

ことから，Winterbottom& Burridge (1993）により

伊東市の伊豆海洋公園産の標本に基づき新種記載

され，明仁ほか（2000）によって新和名が与えられ

た本種と同定された。相模湾では原記載のほか熱

海から記録があり（瀬能ほか， 1998），南日本に広

く分布している。なお，益田ほか編 （1984）でイ レ

ズミハゼ、とされた図版239Bは本種の誤りである。

395. ニクハゼ Chaenogobiushept正1canthus

YCM-P31848 (46.2mmSL), Feb.10,1997，油壷，

手網，採集者 日高芳子 （図4-9)

標本個体の口角は眼の後縁を越え，体は側偏し

て第l背鰭起点での断面は長方形に近く ，縦列鱗数

は78であることなどから本種と同定した。淡水が

流入する内湾に普通で，群れで中層を遊泳する。

396. クロヤハズ、ハゼBathygobiuspadangensis 

YCM P31847 (41.lmmSL), Oct.10,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ．山田（図4-10)

本種は横須賀市天神島 （林ラ1995）から記録があ

る。標本個体の前鼻孔には皮弁がなく，おとがいの

皮蓋後側端は突出しないことなどから本種と同定

された。

397. イボダイ Psenopsisαηomalα

YCM-P31842 (17.5rnmSL), July25,1999，城ヶ島

長津呂，手綱，採集者 ・山田（図51) 



本種は三l崎周辺定置網（山田， 1990），西湘定置

網（林 ・西山， 1980）などから記録があり，幼魚は

表層性でクラゲの下にみられる。標本個体の側線

有孔鱗数は60であることから本種と同定された。

398. コウペダルマガレイ Crossorhombuskobensis 

YCM-P35297 ( l l l .4mmSL), July 6, 1994，宮川沖，

刺網3 採集者 ：工藤（図52) 

本種は三崎魚市場にしばしば水揚げされる（山

田， 1990）。標本個体は雄で，胸鰭は長く最上部軟

条の先端は糸状となり，背鰭・瞥鰭の縁辺は暗色で、

尾鰭に暗色横帯がなく ，無眼側の濃紫色斑は大き

いことなどから本種と同定された。

399. ホシダルマガレイ Bothusmyriaster 

YCM-P3l854 (141.0tmnSL), Nov.7,1999，城ヶ島

沖， ~i l j網， 採集者 ． 山 田（図 5・3 )

本種は南日本に分布し，藤沢定置網から記録が

ある（山田・工藤，2000）。標本個体の口はノトさく，

体側鱗は著しく小さく有眼側では体の周辺部のも

のを除し、て円鱗であることなどから本種と同定さ

れた。

400. シマウシノシタ Zebriaszebra 

YCM-P35294 (181.5m1ηSL), Aug.9, 1994，宮）I ［沖，

刺網，採集者 ：工藤（図5-4)

本種は北海道南部以南の水深 IOOm以浅の砂泥底

に分布する。標本個体の背鰭軟条数は75，瞥鰭軟

条数はの であることから本種と同定された。

401 ヨリ卜フグSphoeroidespachygaster 

YCM-P3 l 8 l 8 (232.0mmSL), Nov.13, 1990，城ヶ

島れj:1水深 lOm，釣り，採集者： 工藤（区I5-5) 

本種は南日本に分布し， 三崎周辺定置網から記

録がある（山田， l990）。標本個体の体表には小林

がなく ，体側下部を走る l皮摺がなく ，体に極微細

線が密に走ることなどから本種と同定された。

402. クマサカフゲLagocephaluslagocephalus 

oceanicus 

YCM-P3 J 8 l 7 (277.0mmSL), Oct.14, 1999，城ヶ

島水産総合研究所岸壁，手網，採集者 ：工藤（図5

6) 

本種は相模湾以南に分布し，相模灘から記録が

ある（Tanaka,1916）。標本個体の尾鰭は二重湾入型

で下葉先端は上葉より明瞭に長く， 胸鰭上半分は

黒いことから本種と同定された。タト洋遊泳性であ

り，沿岸における記録は稀と思われる。

補足

182. ホシササノハベラ Pseudolabrussieboldi 

YCM-P31863 (115.9mmSL), Nov.17,1999，城ヶ

島沖，京lj網，採集者 ・山田（図 5-7) 

前述のとおり従来ササノハベラとされていた種
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は2種に分けられたが， 工藤 ・阿部（1991）のササ

ノハベラは本種に該当したので，改めて標本を指

定し報告する。

336.ホタテウミヘビPisodonophiszophist1us 

YCM-P35260 (609.0mmTL), Aug.18,1994，三11崎

漁港内，スノーケリング， 採集者 ・工藤 （図5-8)

本種は工藤ほか（1992）で， ミナミホタテウミ

ヘビとして報告したが本種と再同定された。本調

査ではこれまで標本が得られていなかったので，

標本に基づき報告する。本種は横浜市金沢区沿岸

（工藤 ・中村， 1994），三崎周辺定置網（山田・工藤

, 1992）などで記録がある。一方，ミナミホタテウ

ミヘピは三11府周辺定置網の記録がある（山田 ・工

藤， 1997）。

348. ヒメサツマカサゴScarpαenopszswp 

YCM-Pl7068 (102.3mmTL), Oct.2,1991，城ヶ島

沖，刺網，採集者：山田

本種は工藤ほか（1992）で，オニカサゴ属の l種

として報告したが，その後 Nakaboet al. ( 1993）に

より伊豆半島の伊豆海洋公園産ほかの標本に基づ

き新種記載されたので改めて報告する。相模湾で

は原記載のほか熱海から記録されているが （瀬能

ほか， 1998），三浦半島では標本個体が唯一の記録

である。
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図2 I ：ダイナンウミヘビ YCM-P35285,2・ニシキウミヘビ YCM-P35283, 3 ギンアナゴYCM-P35293,4 ヤセエ

ビス YCMP31833, 5 ：イバラタツ KPM-Nl0007344, 6 ハチ YCM-P35291, 7：クロソイ YCM-P3I 836, 8：ニシキ

ノ＼ナダイ YCM-P31837,9 ヒメコトヒキ YCM-P35300, JO .コミナ トテンジクダイYCMP31852. 
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図3. I .ヨコスジイシモチ YCM-P3I 856, 2 ツムブリ YCM-P31841, 3 カスミアジYCM-P3l 860, 4 ハチピキ YCM-

P3 I 861, 5 ：シマセトダイ YCM-P31825,6 ナンヨウツバメウオYCM-P3I 838, 7・ウミヅキチョウチョウウオYCM-

P31862, 8：イシガキスズメ夕、イ YCM-P31843, 9 ミギマキ YCM-P31853.
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図4.I ・アカササノハベラ YCM-P31849,2 イトベラ YCM-P31835,3 オニベラ YCM-P3l 845, 4・ニシキブダイ YCM-

P31846, 5 キビレミシマYCM-P35290,6：イ ワアナコケキ、ンポYCM-P3I 855, 7 ニセクロスジギンポYCM-P3l 844, 

8 フトスジイレズミハゼ YCM-P3l851, 9 ニクハゼ YCM-P31848, 10：クロヤハズ、ハゼ YCM-P3l 847. 
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図5 l：イボダイYCM-P31842, 2 コウベ夕、ノレマガレイ YCM-P35297, 3・ホシダノレマガレイ YCMP31854, 4：シマ

ウシノシタ YCMP35294, 5・ヨリ卜フグYCM-P31818,6・クマサカフグYCMP31817, 7 ホシササノハベラYCM

P31863, 8 ホタテウ ミヘビYCM-P35260
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